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玉小っ子
た ま し よ う こ

学習参観へのたくさんのご参加ありがとうございました。家族の前で
かっこよい姿を見せようと張り切っている子どもの姿が印象的でした。
卒業式まで１０日を切りました。卒業式に向けての練習も始まって

います。今年も、一人一人が卒業証書をもらう前に壇上で、夢や感謝
など思い思いの言葉を言います。そして、コロナ禍前と同じように４，５
年生が在校生を代表して卒業式に参加します。来賓はPTA本部だけと
し、卒業生と在校生、保護者、教職員など、６年生に関わった人たち
で、温かく送りたいと思います。

学校をよくするために ～ 委員会活動 ～
委員会活動は、５，６年生が自分たちで学校を創っていくために主

体的に取り組んで行く活動です。コンテナ当番や図書当番など、決め
られた仕事をするだけと思われがちですが、大事なのはそれ以外の
自分達で考えて行う活動です。
体育委員発案で昨年度から行っている「わくわくデー」。これは、週

に一度は外に出て元気に体を動かそうという取組で、今年度は火曜
昼休みに設定しています。３月７日の昼休みには「全校わくわくデー」
を行いました。全校児童が赤帽子、白帽子にわかれて「増え鬼」をしました。（１、２年生は小校庭で）みんな汗び
っしょりでした。学期に１度行ってきました。
給食委員では、栄養のバランスを考えて食べられるようにと、給食委員さん出演の寸劇をつくり、録画しまし

た。それを給食の時間に全校に流しました。少しぎこちなさはあるものの楽しい劇となっていました。
これから、委員会活動が当番活動だけで終わらないように、自分たちで学校をよくする活動を考えていってほ

しいと思います。

身近な施設を利用して ～ 校外の活動 ～

玉村町には学習に使用できる様々な施設があります。玉村町図書
館、運動公園、給食センター、玉村消防署、浄水場など、これまでも学
校から飛び出して学びの場を広げていました。
３年生は、３月５日に玉村町歴史資料館に行って「昔の道具展」を

見学しました。白黒テレビや黒電話、炭を入れるこたつ、玉が１列に６
個あるそろばん、丸いちゃぶ台のある昭和の居間も再現されていまし
た。玉小から寄付した１００年前にグループ活動で利用した丸い机も
展示されていました。最後好きな道具を一つスケッチすることになりましたが、みんな興味津々でどれにしようか
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悩むほどでした。今使っている道具も、３０～４０年すると「昔の道具」になってしまうのでしょうか？
２年生は、３月１２日に町のバスを利用して、県立近代美術館（群馬の森）に見学に行きました。本物の美術

品に触れさせたいという思いからの初めての試みでしたが、新しい発見ができたようです。

いろいろな交流 ～たてわり活動 あそびランド 英語 ～
玉小ではいろいろな交流活動をしています。
１年を通じて、１年生から６年生の異学年でグループを作り、月に

一度たてわり集会を行っています。これまで、６年生がゲームを考
え、当日も進行していましたが、３月は来年度に向けて５年生がリー
ダーとなって行いました。６年生に教えてもらいながら実際に企画、運
営してみることで、これまでの６年生の大変さも実感できたと思いま
す。最後に、下級生が書いたメッセージを送りました。
２年生は生活で「あそびランド」を開きました。１年生を招待し、自

分たちで作ったもので遊んでもらいます。迷路や射的、もぐらたたきなど、いろいろと工夫をこらして遊びがありま
した。１年生に楽しんでもらおうと優しくルールを教えたり、思いやったりする姿も見られ、成長を感じられました。
６年生の英語では、南中学校とリモートで交流をしました。中学生は中学校の思い出を英語で発表し、小学生

も質問をしました。リモートという方法は、コロナ禍で始められた方法ですが、場所が離れていても手軽に交流で
きるという利点があります。今後もいろいろな取組ができそうです。

＜お礼とお願い＞
昨年度より、学習参観等の行事の時は、大校庭の東側を駐車場として開放しています。以前は小校庭を駐車場

としていたようですが、子どもの動線と重なり危険なので変更しました。今回の学習参加でも利用していただきま
したが、校庭内を徐行していただいたこと、帰りの際もなるべくトラック内に入らないことなど、マナーを守って利用
していただきました。ありがとうございました。
北の駐車場は、放課後児童クラブと通級教室の送迎、職員のための駐車場となっています。一般児童の送迎の

ため駐車してしまう方がいるため、本来の方が利用できない状況があります。送迎でのご利用はお控えください。

＜玉小っ子の活躍＞

第67回全国学芸サイエンスコンクール 旺文社赤尾好夫記念賞（入選） 櫛渕そら（６年）
第42回全国児童画コンクール
優秀賞 髙野くる美（４年） 工藤結里（５年）
入 選 石原湊人（４年） 井田紗月（４年） 掛川想太（４年） 菊池蒼太（４年）

小池 桃果（４年） 金子陽愛（５年） 勅使川原遼人（５年） 中村 澪（５年）

玉小のホームページには、学校紹介のほか、予定表や学校通信、毎日の学校の様子を
アップしている「学校日記」があります。タイムリーに掲載していきますので、是非ご覧下さ
い。
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